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「国際宇宙探査の動向とJAXAの取り組み」

宇宙航空研究開発機構（JAXA）

国際宇宙探査センター 技術領域総括

筒井 史哉

有人与圧ローバメディア勉強会
2023年7月21日
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・ アルテミス計画の推進
・ 大型有人輸送機（SLS/Orion打上げ）成功
・ 2025年以降に有人月面着陸再開、将来の
火星探査を見据えて月探査 インド、ＵＡＥ、韓国等

月面・月周回ミッションへの挑戦

・ 月探査（嫦娥計画）の着実な推進
・ 2018年月裏側に着陸（嫦娥4号）
・ 2020年月サンプル回収（同5号）
・ 6,7号（2025/2026年頃）で月南極
サンプル回収、調査

・ 8号(2028年頃)月面研究ステーション
（ILRS）に向けた技術実証

米国

©NASA

©NASA

©NASA

中国

©CNSA

ロシア

©ROSCOSMO
S

・ LUNA(25～28)計画の推進
（LUNA1～24は、1959～76に実施）

・ 中国と協働でILRS構築を
検討

©ISRO

©MBRSC

新興国

©KARI

1. 月探査をめぐる国際動向

・ 月周回有人拠点の構築への協力
・ 月測位ネットワーク構築（Moonlight)
・ 将来の月面物資輸送に向けた離着陸船
の検討

©ESA

©ESA

欧州
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 アルテミス計画は月面有人探査に関するすべてのプログラムを包含した総体

 Space Launch System (SLS）計画

 Orion宇宙船計画

 月周回有人拠点（Gateway）計画

 有人着陸機（HLS）計画

 商業月面ペイロードサービス（CLPS）計画、等

 NASAは月面探査だけでなく、2030年代に火星有人着陸を目標に掲げ、
月面での持続的な活動を通じて必要な技術を獲得しようとしている。

第5回国家宇宙会議で
ペンス副大統領(当時)から発表

HLS計画

©NASA©NASA

２. 米国アルテミス計画：概要

©NASA

©NASA

©NASA
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３. 米国アルテミス計画：NASAの月・火星探査ロードマップ

出典：NASA’s Moon to Mars Architecture Workshop 資料より
https://www.nasa.gov/MoonToMarsArchitecture



日本の月探査：参画の政策プロセス

2019 2020

月周回有人拠点に関する
了解覚書の締結

国際宇宙探査への参画方針の決定
（宇宙開発戦略本部）

2021 2022

日米の月探査協力に関する
共同宣言（JEDI）

宇宙探査協力の指針となる実
践的な原則作成に資する
アルテミス合意に署名

アルテミス計画の推進
日本人宇宙飛行士の月面着陸の実現
（宇宙開発戦略本部）

月周回有人拠点（GW)に関する実施取決め署名
 環境制御・生命維持装置の提供
 物資補給
 日本人宇宙飛行士のGW搭乗機会獲得

5

４．日本の国際宇宙探査への取り組み

第2回国際宇宙探査フォーラム
（ISEF2）を東京で開催(2018)

JAXA宇宙飛行士の募集開始

日・米宇宙協力に関わる枠組み協定に署名
※2023年6月に発効

JAXA宇宙飛行士候補者選抜

2023
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無人探査

6

５．JAXAの国際宇宙探査への取り組み

月

火星

有人探査 月面インフラ
持続的な
探査活動

2020 20402030

ISS 運用 持続的な LEO

無人探査
有人

ミッション

地球
低軌道 宇宙活動の民営化

かぐや

SLIM LUPEX

© NASA

月周回有人拠点
（Gateway）

有人与圧
ローバ

中型カーゴ
ランダ

燃料プラント
（デモ）

LEAD
(LNSS デモ)

MMX MIM

Gateway
補給

© NASA
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月極域探査機(LUPEX)(打上げ目標：2025年）

６．月面走行技術の獲得による探査領域の拡大（LUPEX）

開発中

LUPEX日印分担

 月南極域における水の存在量や
資源としての利用可能性の確認

 重力天体の表面探査技術の確立

 有人与圧ローバの開発に向けた
走行技術に関するデータ取得や実証
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研究中

６．月面走行技術の獲得による探査領域の拡大（有人与圧ローバ）

有人与圧ローバ (打上げ目標：2029年）

概要

ミッション期間
有人ミッション：最大42日/年
無人ミッション：最大320日/年

クルー人数 2人（緊急時4人）

寿命 10年

総走行距離 10,000km

 アルテミス計画において、NASAから、日本による
提供を期待されている。

 有人の月面探査範囲を飛躍的に拡大し、実施可能
なサイエンスの幅が大きく広がる。また、無人時も
探査可能である（常に探査を実施）。

⇒アルテミス計画における「持続的な月面探査」の
中心的役割を担う。
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国際協力による効率的な推進
international Collaboration

7．持続的な探査への取り組み：産業界との連携
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ご清聴ありがとうございました。
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